　手作りギターで音の勉強

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

ギターの音の大きさと高さが何で決まるのか調べよう
まず，５分くらいで作れるギターで遊ぼう
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割りばしの太い方のはしに紙コップをセロテープで固定する。

2 割りばしの細い方から1cmぐらいのところにつまようじをはさむ。

3 そのつまようじを輪ゴム（イ）で固定する。
4 つまようじと紙コップの間に別の輪ゴム（ア）をはる。（図２のように輪ゴムは下をまわしたほうがよい。）

5 輪ゴム（ア）と紙コップをセロテープで１ヶ所固定する。

6 輪ゴムの色んな場所を押さえながら弾いて「ド」の音だと思うところに印をつける。

7 右手で割りばしをもち，右手の小指で輪ゴム（ア）をいろいろおさえて音を確認する。
8 「レ」～次の「ド」までは手でおさえる場所をいろいろ変えて音をだす。おさえる部分が決ったらマジックで印をつける。

ギターで　いろいろな　音を出してみよう

◎大きい音と小さい音を出してみよう
· 大きい音を出すには，（







）
· 小さい音を出すには，（







）
☆ゴムが震える幅を（

）という。
◎高い音と低い音を出してみよう
· 高い音を出すには（







）
· 低い音を出すには（







）
☆ゴムが1秒間に振れる回数を（　　　　　　　　）という。単位は（　　　　　）
　



　　
　（音は「ラ」の音を基準にしており１秒間に440回振動する。）

☆まとめ
ギターの音の大きさはゴムの　　　　　　　　

　　　　音の高さ　はゴムの　　　　　　　　で決まる。
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図２　　　　　　　　　　　　図３
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